
６
日
、
県
議
会
少
子
・

高
齢
化
対
策
特
別
委
員

会
で
、
介
護
保
険
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

県
も
市
町
村
も
、
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
や

第
４
期
の
介
護
保
険
事

業
に
関
わ
る
計
画
を
策

定
中
で
、
来
年
度
は
介

護
保
険
料
が
改
定
さ
れ

ま
す
。

委

員

会

で

は

、

６

月

１

日

現

在

、

県
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
待
機
者
は
７
３

２
１
人
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

私
は
、
「
介
護
認

定
者
が
増
え
る
が

療
養
病
床
は
削
減

さ
れ
る
方
向
だ
。

果
た
し
て
充
分
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が

供
給
で
き
る
の
か
」

「
介
護
の
現
場
で
は
、

重
労
働
・
低
賃
金

で
人
材
不
足
に
な
っ

て
い
る
。
介
護
報

酬
を
上
げ
て
ほ
し

い
と
い
う
切
実
な
声
が

あ
る
が
、
動
向
は
ど
う

か
」
と
質
し
ま
し
た
。

石
沢
義
久
長
寿
社
会

課
長
は
、
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
供
給
体
制
整
備
は

各
自
治
体
で
努
め
て
い

る
が
、
保
険
料
と
の
兼

ね
合
い
が
あ
る
」
「
介

護
報
酬
は
、
国
で
審
議

中
で
あ
る
が
、
引
き
上

げ
の
方
向
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

私
は
さ
ら
に
、
「
制

度
導
入
時
に
は
『
サ
ー

ビ
ス
が
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
る
』
と
言
っ
て

い
た
が
、
実
態
は
そ
う

で
は
な
い
。
保
険
料
や

利
用
料
負
担
が
重
く
な
っ

て
い
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
介
護
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
時
に
は
、

利
用
者
に
支
払
え
る
か

ど
う
か
予
算
を
聞
い
て

か
ら
作
成
し
て
い
る
例

が
多
い
。
ま
た
、
特
養

ホ
ー
ム
も
国
が
す
す
め

る
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
利

用
料
が
高
く
な
り
、
低

所
得
者
が
入
所
で
き
な

い
し
く
み
で
、
改
善
を

求
め
る
声
が
強
い
。
こ

れ
ら
低
所
得
者
対
策
が

必

要
だ

」

と

指
摘

。
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10
日
閉
会
し
た
定
例
県
議
会

は
、
か
つ
て
な
く
県
民
の
方
々

の
切
実
な
声
を
実
感
す
る
議
会

で
し
た
。

３
日
に
行
わ
れ
た
各
常
任
委

員
会
に
は
、
多
く
の
傍
聴
者
が

あ
り
、
審
議
を
見
守
り
ま
し
た

（
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
の

ゴ
ミ
焼
却
場
建
設
を
め
ぐ
る
請

願
、

Ｍ

Ａ

米
輸
入
中
止
を
求

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

め
る
請
願
、
私
学
助
成
の
請
願
、

酒
田
北
港
緑
地
展
望
台
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
議
案
な
ど
）
。

ま
た
、
党
県
議
団
が
議
会
開

会
中
に
団
体
の
要
請
行
動
に
同

席
す
る
機
会
も
あ
り
、
忙
し
か
っ

た
で
す
。
こ
う
い
っ
た
県
民
の

み
な
さ
ん
の
声
が
、
議
会
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

最
終
日
に
は
、
知
事
提
案
議

案
へ
の
反
対
討
論
が
、
私
を
含

め
て
２
つ
、
賛
成
討
論
が
１
つ

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
議
会
で
は

何
年
ぶ
り
で
し
ょ
う
か
？

来
年
１
月
に
は
知
事
選
も
行

わ
れ
ま
す
が
、
県
政
に
対
す
る

県
民
の
み
な
さ
ん
の
声
が
要
求

実
現
の
力
で
す
。
そ
し
て
国
政

と
も
重
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
、
日
本
共
産
党
県
議

団
は
お
お
い
に
稼
ぎ
時
で
す
。

ゆ
り
子

の
視
点

定
例
県
議
会
最
終

日
の
10
日
、
県
議
団

を
代
表
し
反
対
討
論

に
立
ち
ま
し
た
。

県
立
米
沢
女
子
短

期
大
学
、
同
保
健
医

療
大
学
の
地
方
行
政

法
人
化
に
か
か
わ
る

議
案
に
対
し
て
は
、

公
的
責
任
を
後
退
さ

せ
採
算
重
視
と
な
り
、

教
育
環
境
の
質
の
低

下
や
学
費
値
上
げ
が

心
配
さ
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。

酒
田
北
港
緑
地
展

望
台
や
県
総
合
運
動

公
園
な
ど
６
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
は
、
①
利

潤
追
求
を
目
的
と
す

る
株
式
会
社
の
参
入

を
許
す
こ
と
、
②
施

設
の
管
理
運
営
と
雇

用
の
継
続
性
・
安
定

性
が
確
保
さ
れ
ず
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
、
③
選
考
過
程
が

不
透
明
―
な
ど
の
理

由
を
あ
げ
て
反
対
を

し
ま
し
た
。

酒
田
北
港
緑
地
展

望
台
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
は
、

県
政
・
公
明
ク
ラ
ブ

も
反
対
討
論
を
し
、

自
由
民
主
党
は
、
賛

成
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

(写真上、左から)高橋ちづ子衆院議員、佐藤比例･山形1区予定候補と

ともに街頭宣伝＝11日、山形市東青田
(写真下)衆院比例･山形1区合同事務所びらき＝6日、山形市

「
保
険
料
や
利
用
料
の

負
担
増
は
、
す
で
に
限

界
で
あ
り
、
県
と
し
て

も
介
護
保
険
の
国
庫
負

担
を
引
き
上
げ
る
よ
う

国
に
言
う
べ
き
だ
。
社

会
保
障
の
伸
び
を
毎
年

２
２
０
０
億
円
削
減
す

る
国
の
姿
勢
が
問
題
だ
」

と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

石
塚
雅
啓
介
護･

予

防
支
援
室
長
は
、
「
い

ま
ま
で
も
市
町
村
の
担

当
者
か
ら
は
、
低
所
得

者
の
軽
減
対
策
や
国
庫

負
担
増
額
を
求
め
る
声

が
国
に
あ
が
っ
て
い
る

こ
と
は
、
充
分
認
識
し

て
い
る
。
県
と
し
て
今

後
も
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
高
橋
節

健

康

福

祉

部

長

は

、

「
指
摘
の
よ
う
に
、
当

初
は
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

で
き
る
と
し
て
い
た
。

県
と
し
て
も
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
不
安
が
な
い
よ

う
、
市
町
村
を
支
援
し

て
い
く
と
と
も
に
、
改

善
す
べ
き
点
は
、
国
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。


